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聖誕劇の思い出

長尾　知明

【
短
歌
】　　
　
　
　
　
　
琴
岡
弘
子　

選

平
成
24
年
文
芸
祭

　
　

特
選
・
準
特
選
作
品

第
56
回
壱
岐
市
美
術
展
覧
会

各
賞
受
賞
者

　
私
の
最
初
の
赴
任
地
、
群
馬

県
に
あ
る
前
橋
教
会
付
属
幼
稚

園
、
カ
ナ
ン
園
の
聖
誕
劇
で
の

思
い
出
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
、
教
会
付
属
幼

稚
園
で
は
聖
誕
劇
を
い
た
し
ま

す
。
毎
年
、
そ
の
学
年
な
ら
で

は
の
味
わ
い
が
出
る
も
の
で
、

何
回
見
て
も
新
し
い
感
動
が
あ

り
ま
す
。

　
父
兄
の
方
々
も
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

で
、
先
生
方
に
と
っ
て
頭
を
悩

ま
せ
る
の
が
、
場
所
取
り
で
す
。

ル
ー
ル
を
定
め
な
か
っ
た
ら
徹

夜
組
み
ま
で
出
か
ね
な
い
勢
い

で
す
。
皆
様
、
新
調
の
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
三
脚
に
立
て
、
我
先

に
と
絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
目

指
し
ま
す
。

　
そ
の
幼
稚
園
に
一
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
出
身
の
お
母
さ
ん
が
お

ら
れ
ま
し
た
。
当
日
の
こ
と
で

す
。
そ
の
方
が
会
堂
の
一
番
奥

の
一
番
隅
で
、
今
は
懐
か
し
く

な
り
ま
し
た
簡
易
カ
メ
ラ
を
片

手
に
持
っ
て
そ
わ
そ
わ
し
て
い

ま
し
た
。
目
に
涙
を
一
杯
に
溜

め
て
お
ら
れ
ま
す
。
心
の
内
に

何
か
飛
び
込
め
な
い
思
い
を
お

持
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
そ
の
姿
を
見
て
、
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
に
き
て
く

だ
さ
い
」
と
手
招
き
し
、
お
母

さ
ん
を
最
高
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

案
内
し
ま
し
た
。
す
で
に
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
た
先
客
の
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
ほ
ん
の
少
し
左
右
に

ず
ら
し
て
、
場
所
を
作
っ
て
差

し
上
げ
ま
し
た
。
「
誰
か
に
言

わ
れ
た
ら
、
私
に
言
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
い
残
し
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
同
士
で
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
上
げ
ら
れ
た

ら
、
も
し
か
し
て
最
高
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
そ
う

い
う
リ
ズ
ム
に
な
り
に
く
い
の

で
し
ょ
う
。
当
時
私
は
副
牧
師

で
し
た
。
強
権
を
発
動
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
。

　
母
の
愛
に
国
籍
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
、
お
母
さ

ん
ご
自
身
が
遠
慮
な
く
場
所
取

り
に
参
戦
出
来
る
よ
う
な
関
係

性
だ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
喜

び
は
皆
で
分
か
ち
合
い
も
の
で

す
。

　
11
月
に
入
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

が
い
よ
い
よ
近
づ
い
て
来
ま
し

た
。
今
年
は
、
12
月
2
日
が
第

一
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
（
待
降
節
）

で
す
。

◎
特
選

魚
町
の
墓
標
は
な
べ
て
海
を
向
く
春
一
番
の
悲
話
を
も
つ
島

柳
澤
幸
子

《
評
》
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
そ
こ
は
海
。
魚
セ
リ
の
市
場
が

あ
り
漁
協
が
あ
り
、
道
は
や
が
て
小
さ
な
漁
港
や
漁
師
町
へ
と

続
い
て
い
る
。
そ
の
町
を
守
る
か
の
よ
う
な
小
高
い
丘
の
上
は

墓
地
。
作
者
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
道
す
が
ら
に
で
も
、
こ
の
風

景
を
見
慣
れ
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
は
春
一
番
の
碑
も

ほ
ど
近
い
。「
春
一
番
」
の
言
葉
発
祥
の
地
の
住
人
な
ら
で
は

の
一
首
で
あ
る
。

◎
準
特
選

紅
葉
狩
り
愛
で
し
友
が
ら
ま
た
一
人
島
を
去
り
ゆ
く
子
に
従
ひ
て

宮
津
富
子

◎
特
選

渡
り
鳥
玄
界
灘
に
さ
し
か
か
る　
　
　
　
　
　

山
内
八
千
代

《
評
》
良
く
ま
と
め
ら
れ
た
句
で
す
。
渡
り
鳥
は
遠
く
か
ら
来

る
訳
で
す
。
さ
し
か
か
る
、
つ
ま
り
そ
の
場
に
や
っ
て
来
た
ぞ

と
群
れ
に
告
げ
た
の
か
、
群
れ
の
声
も
一
際
高
く
な
っ
て
来
ま

す
。
雁
の
場
合
は
そ
の
鳴
く
音
が
雁
が
音
で
あ
り
、
そ
の
飛
ぶ

姿
が
漢
文
の
返
り
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
準
特
選

風
に
乗
り
一
直
線
の
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　

吉
永
清
子

◎
選
者
吟

◎
特
選

母
を
知
る
人
と
ほ
か
ほ
か
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　

百
崎
治
子

《
評
》
日
当
た
り
の
良
い
縁
で
ゆ
っ
く
り
し
て
お
ら
れ
た
。
そ

こ
に
知
人
が
見
え
た
。
母
上
を
良
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
、

母
上
と
そ
っ
く
り
と
思
わ
れ
た
の
か
、
次
々
と
昔
の
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
話
題
は
尽
き
な
い
。
良
い
日
向
ぼ
こ
の
一
日
で
あ
っ

た
。
ぽ
か
ぽ
か
で
な
く
ほ
か
ほ
か
で
良
か
っ
た
。

◎
準
特
選

船
頭
の
無
き
舟
と
な
り
後
の
月　
　
　
　
　
　

山
内
八
千
代

◎
選
者
吟

長
老
の
欠
席
寂
し
後
の
月

◎
特
選

仕
舞
風
呂
ポ
ト
リ
と
栗
の
落
ち
る
音　
　
　
　
　

横
山
幸
子

《
評
》
紅
葉
狩
り
や
椎
の
実
拾
い
な
ど
季
節
季
節
の
行
事
を
共
に

し
た
友
人
達
。
そ
の
一
人
が
ま
た
こ
の
島
を
去
っ
て
い
っ
た
。
子

ど
も
達
が
皆
都
会
の
住
人
と
な
っ
て
し
ま
い
、
老
い
た
る
親
は
、

こ
の
住
む
土
地
へ
と
次
々
に
去
っ
て
行
く
・
・
・
。
そ
れ
で
な
く

と
も
過
疎
地
の
こ
の
島
。
友
人
、知
人
が
一
人
、ま
た
一
人
と
去
っ

て
し
ま
う
の
は
寂
し
い
限
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
島
の
老
い
の
人
の

誰
し
も
が
感
じ
る
寂
寥
感
が
見
事
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

【
俳
句
】
兼
題
「
渡
り
鳥
」
野
田
隆
也　

選

【
俳
句
】
兼
題
「
雑
詠
」　
野
田
隆
也　

選

【
川
柳
】　　
　
　
　
　
　
江
川　

漣　

選

か
り
が
ね
の
太
き
賑
ひ
鳥
渡
る

《
評
》
後
片
付
け
も
終
わ
り
最
後
に
一
人
風
呂
に
入
る
。
今
日

も
こ
れ
で
終
わ
っ
た
と
湯
舟
に
身
を
沈
め
る
。
背
戸
で
栗
の
落

ち
る
音
が
聞
こ
え
る
、
静
か
に
更
け
る
秋
の
夜
。
秀
句
で
す
。

◎
準
特
選

栗
を
剥
く
私
の
罪
を
剥
ぐ
よ
う
に　
　
　
　
　
　

松
永
扶
巳

《
評
》
栗
を
む
く
内
の
渋
皮
が
剥
き
難
い
そ
の
指
先
を
見
て
い

る
と
、
心
の
襞
に
こ
び
り
付
い
た
罪
を
剥
い
て
い
る
様
な
気
に

成
る
。
秋
の
夜
は
女
を
感
傷
に
浸
す
。
佳
句
で
す
。

◎
選
者
吟

毬
爆
ぜ
て
男
旅
立
つ
マ
イ
ウ
ェ
イ

◎
特
選

才
月
の
軋
み
を
恐
れ
男
坂　
　
　
　
　
　
　
　

益
川
ゆ
た
か

◎
準
特
選　
　

生
き
方
を
覚
え
し
古
希
の
坂
歩
む　
　
　
　
　
　

松
永
扶
巳

◎
軸
吟

山
坂
を
越
え
た
翁
に
あ
る
ゆ
と
り

【
坂
】　　
　
　
　
　
　
篠
崎
絹
代　

選

【
絵
画
部
門
】

審
査
員
・
品
川
哲
範

▽
県
知
事
賞

デ
ン
ド
ロ
ニ
ュ
ー
ム
・
斉
藤
弘

子
（
勝
本
）

▽
市
長
賞

桜
の
花
が
咲
く
風
景
・
中
尾
富

子
（
勝
本
）

▽
市
教
育
委
員
会
賞

久
喜
港
・
渡
野
栄
治
（
勝
本
）

▽
壱
岐
日
々
新
聞
社
賞

裸
婦
２
０
１
２
・
松
嶋
四
郎
（
芦

辺
）

▽
壱
岐
文
化
協
会
賞

バ
ラ
・
宮
崎
清
則
（
郷
ノ
浦
）

▽
市
美
術
協
会
賞

か
ぶ
ら
・
宮
津
富
子
（
芦
辺
）

花
・
吉
田
律
子
（
郷
ノ
浦
）

桜
・
土
谷
澄
子
（
郷
ノ
浦
）

読
書
・
長
嶋
清
亮
（
郷
ノ
浦
）

初
夏
・
田
口
和
夫
（
郷
ノ
浦
）

《
審
査
概
評
》

　
今
年
度
は
、
出
品
点
数
36

点
、
出
品
者
数
22
人
で
、
作

品
数
は
昨
年
に
比
べ
、
若
干

減
少
し
た
。
作
品
の
傾
向
と
し

て
は
、
新
人
作
家
も
見
ら
れ
、

個
々
に
充
実
し
た
も
の
が
多

か
っ
た
。
今
回
は
、
移
動
県
展

と
同
時
開
催
の
た
め
、
多
く
の

作
品
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
さ
ら
に
創
作
意
欲
が
出

る
も
の
と
期
待
す
る
。

　
県
知
事
賞
の
斉
藤
弘
子
さ

ん
の
「
デ
ン
ド
ロ
ニ
ュ
ー
ム
」

は
、
花
が
持
つ
美
し
さ
と
質

感
を
巧
み
に
表
現
し
、
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
と
美
し
さ
を

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
大
き
な
サ
イ
ズ
に

取
り
組
み
、
新
た
な
追
求
、

発
見
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

　
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

【
彫
塑
・
工
芸
部
門
】

審
査
員
・
種
田
多
恵
子

▽
県
知
事
賞

花
器
・
山
内
昌
子
（
石
田
）

▽
市
長
賞

水
玉
・
野
元
敬
純
（
郷
ノ
浦
）

▽
市
教
育
委
員
会
賞

火
色
焼
締
器
・
森
山
静
子
（
芦

辺
町
）

▽
壱
岐
新
報
社
賞

花
器
・
山
川
生
男
（
石
田
）

▽
壱
岐
文
化
協
会
賞

天
に
登
れ
・
梶
田
聖
子
（
石
田
）

▽
市
美
術
協
会
賞

花
器
・
空
閑
清
子
（
石
田
）

少
女
・
浦
辺
朝
子
（
郷
ノ
浦
）

手
長
猿
・
福
田
敏
（
勝
本
）

き
ば
っ
ち
み
よ
う
か
・
大
前
絹

代
（
石
田
）

幸
せ
の
は
じ
ま
り
・
吉
永
昭
子

（
石
田
）

《
審
査
概
評
》

　
彫
塑
・
工
芸
の
作
品
は
、

32
点
、
24
人
の
出
品
者
と
い

う
数
で
し
た
。
各
町
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
活
動
に
支
え
ら
れ

て
裾
野
が
ひ
ろ
が
っ
て
来
て

い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。

今
回
は
同
じ
会
場
で
、
長
崎

県
展
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
め
っ
た
に
見
る
機
会
の

な
い
島
民
の
私
た
ち
に
と
っ

て
、
大
い
に
勉
強
に
な
り
刺

激
を
う
け
て
今
後
の
作
品
に

反
映
さ
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

　
作
品
は
小
さ
く
て
も
、
手

間
ひ
ま
を
か
け
た
愛
情
と
ぬ

く
も
り
を
感
じ
る
作
品
ば
か

り
で
、
審
査
が
大
変
む
ず
か

し
い
も
の
で
し
た
。

【
書
部
門
】

審
査
員
・
川
上
幸
枝

▽
県
知
事
賞

漢
詩
・
石
原
美
津
子
（
郷
ノ
浦
）

▽
市
長
賞

陳
鶴
詩
・
熊
本
長
治
（
勝
本
）

▽
市
教
育
委
員
会
賞

か
な
・
西
村
光
國
（
郷
ノ
浦
）

▽
壱
岐
新
聞
社
賞

漢
詩
・
西
純
子
（
芦
辺
）

▽
壱
岐
文
化
協
会
賞

漢
詩
・
坂
口
恵
美
子
（
郷
ノ
浦
）

▽
市
美
術
協
会
賞

漢
詩
・
松
山
秀
樹
（
勝
本
）

漢
詩
・
末
永
德
春
（
郷
ノ
浦
）

漢
詩
・
瀬
川
美
枝
子
（
芦
辺
）

漢
詩
・
松
尾
龍
也
（
郷
ノ
浦
）

漢
詩
・
豊
永
由
美
子
（
郷
ノ
浦
）

《
審
査
概
評
》

　
出
品
点
数
32
点
、
出
品
者

数
24
人
。
前
年
度
よ
り
４
点

増
し
作
品
の
質
も
レ
ベ
ル
が

高
く
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
賞
の
選
考
は
大
変

困
り
ま
し
た
が
、
線
質
、
流

れ
、
リ
ズ
ム
が
良
い
作
品
を

選
び
ま
し
た
。

　
県
知
事
賞
は
、
線
質
よ
く

ま
と
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
賞
は
、
錬
度
高
く
努
力

の
あ
と
が
見
え
た
作
品
で

す
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
致

し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
賞
は
墨
の
濃

淡
が
き
い
て
安
定
し
た
作
品

で
し
た
。
今
後
も
古
典
を
深

く
学
び
ま
す
ま
す
精
進
さ
れ

ま
す
様
、
期
待
致
し
ま
す
。

【
写
真
部
門
】

審
査
員
・
川
尻
義
明

▽
山
口
幹
雄
賞

秋
色
の
中
で
・
松
尾
賢
一
（
勝

本
）

▽
県
知
事
賞

光
る
渚
・
牧
山
武
（
郷
ノ
浦
）

▽
市
長
賞

美
少
女
・
作
元
順
子
（
郷
ノ
浦
）

▽
市
教
育
委
員

会
賞

神
々
の
宿
る
島

の
夜
明
け
・
圓

田
諭
（
郷
ノ
浦
）

▽
長
崎
新
聞

社
賞

花
見
・
大
欣
和

夫
（
郷
ノ
浦
）

▽
壱
岐
文
化
協
会
賞

神
社
の
天
井
絵
・
目
良
禧
代
子

（
石
田
）

▽
市
美
術
協
会
賞

ホ
ラ
、
こ
れ
っ
！！
・
鳥
巣
修
（
勝

本
）

錦
の
日
の
出
・
平
田
春
子
（
石
田
）

巣
立
ち
・
立
川
千
賀
子
（
郷
ノ
浦
）

と
も
だ
ち
・
筒
井
義
隆
（
郷
ノ
浦
）

シ
ー
サ
ー
・
作
元
正
隆
（
郷
ノ

浦
）

《
審
査
概
評
》

　
作
品
は
45
点
、
20
人
と
昨

年
を
少
々
上
回
る
。
写
真
の

最
大
の
特
長
は
瞬
時
を
記
録

に
残
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ

れ
に
光
と
影
、
色
彩
、
構
図

な
ど
を
考
慮
し
て
作
品
と
し

て
仕
上
げ
る
。
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
普
及
と
共
に
印
刷
技

術
も
向
上
し
、
規
格
の
大
き

な
作
品
が
多
く
な
っ
た
。

　
今
回
は
最
優
秀
賞
で
あ
る

山
口
幹
雄
賞
を
写
真
部
門

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
前
景
を
ぼ
か
し
、
被
写

体
を
シ
ャ
ー
プ
に
と
ら
え
て

あ
り
、
秋
の
柔
ら
か
な
光
が

全
体
を
包
む
見
事
な
作
品
で

あ
る
。
揺
れ
る
波
と
光
り
を

活
か
し
た
県
知
事
賞
、
水
中

の
魚
の
美
し
さ
の
市
長
賞
な

ど
、
色
彩
豊
か
な
作
品
が
目

を
引
く
。

　
写
真
も
身
近
な
も
の
と
な

り
、
多
く
の
市
民
の
出
品
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

※
写
真
は
各
部
門
の
県
知
事

賞

絵
画

彫
塑
・
工
芸

写
真

書


